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議会 だより 　はこね第209号 令和 4年 8月

1. 令和4年度箱根町一般会計補正予算（第1号）
補正額　4,288万3,000円追加

　　　　　　　①特別支援給付金給付事業…2,370万円
　　　　　　　②介護保険特別会計繰出金追加…11万円
　　　　　　　③こども宅食サービス事業追加…10万9,000円
　　　　　　　④子育て世帯生活支援特別給付金給付事業…496万4,000円
　　　　　　　⑤新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業追加…1,400万円

2. 令和4年度箱根町介護保険特別会計補正予算（第1号)
補正額　32万8,000円追加

神奈川県町村情報システム共同事業組合負担金追加…32万8,000円

専 決 処 分
1 件

条 例 改 正
1 件

人 事 案 件
2 件

補 正 予 算
2 件

補 正 予 算
1 件

工事請負契約
1 件

意 見 書
1 件

6月
定例会

承認（1件）

可決（3件）

同意（2件）

否決（1件）
議会議事案件

会期
６月９日から
６月2０日まで

専 決 処 分

報 告

条 例 改 正

人 事 案 件

補 正 予 算

主な内容

○令和３年度箱根町一般会計補正予算（専決第4号）
補正額　2,935万円追加
⇨除雪関係経費 について、規定予算を補正する必要が生じたため

○令和3年度箱根町一般会計予算繰越明許費の繰越しについて
繰越額　1億3,395万4,361円
内訳　①臨時特別給付金給付事業…6,766万2,111円
　　　②町内経済活性化事業…6,629万2,250円

○令和3年度箱根町一般会計予算の事故繰越しについて
事故繰越額　3,682万2,500円
内訳　①電子計算処理推進事業…699万6,000円
　　　②町内経済活性化事業…2,982万6,500円
⇨①新型コロナウイルス感染症の影響により、資材の調達等に遅れが生じたため

②新型コロナウイルス感染症感染拡大により、クーポン販売時期が遅れたことから、
クーポン券利用期間を翌年度の5月31日までとしたため

〇令和3年度箱根町水道事業会計予算の繰越しについて
繰越額　5,509万1,900円
内訳　①上下水道台帳（統合型GIS）システム導入委託　1,319万8,900円
　　　②箱根神社水源電気通信設備更新工事　3,173万5,000円
　　　③高原浄水場設備等改良工事　346万4,000円
　　　④大芝第１ポンプ場高圧受電設備改良工事　669万4,000円
⇨①②③④新型コロナウイルス感染症の影響により、資材の調達等に遅れが生じたため

○箱根町議会議員及び箱根町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部
を改正する条例の制定
※公職選挙法施行令（昭和25年政令第89号）の一部が改正され、選挙運動用自動車の

使用等の公費負担限度額の引き上げが行われたことに伴い、現行条例の一部を改正

○固定資産評価審査委員会委員の選任について　　小嶋　章司　さん（宮城野在住）（再任）
○人権擁護委員候補者の推薦について　　　　　　勝俣　　亘　さん（仙石原在住）（再任）

7 月
臨時会
会期
7月12日
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議会 だより 　はこね 第209号令和 4年 8月

１．令和4年度箱根町一般会計補正予算（第２号）
補正額　4,276万円追加

　　　　　　　①活力あるまちづくり支援事業追加…40万円
　　　　　　　②臨時特別給付金給付事業…３,088万９,000円
　　　　　　　③地域観光行事特別助成事業追加…353万円
　　　　　　　④中小企業等感染症対策事業追加…680万円
　　　　　　　⑤生涯スポーツ推進事業追加…114万1,000円

意 見 書
議会議事案件

７ 月 臨 時 会
補 正 予 算

工事請負契約

議員別議案賛否一覧（賛否等が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

主な内容

〇令和3年度箱根町公共下水道事業会計予算継続費の逓次繰越しについて
繰越額　1億800万円
内訳　①防ヶ沢ポンプ場機械電気設備改築工事委託　4,730万円
　　　②樹木園ポンプ場電気設備改築工事委託　6,070万円

〇令和3年箱根町公共下水道事業会計予算の繰越しについて
繰越額　840万5,100円
内訳　・上下水道台帳（統合型GIS）システム導入委託　840万5,100円

※新型コロナウイルス感染症の影響により、資材の調達等に遅れが生じたため
〇公益社団法人箱根町文化・スポーツ財団経営状況の報告について

　財団の事業報告及び、令和3年度決算、4年度予算等について町から報告を受けた。
繰越明許費とは
　歳出予算の経費のうち、その性質上又は予算成立後の事由に基づき、年度内にその支出を終わらない見込みのあるものについて、
予算の定めるところにより、翌年度に繰り越して使用する経費をいいます。
事故繰越とは
　予想し得なかった止むを得ない事由によって事業の執行が遅れ、年度内に支出ができず、繰越明許費の議決を得る暇がない場合
に翌年度に繰り越して使用できるようにしたものです。
逓次繰越とは
　継続費の場合に、その年度ごとの予算について、何らかの事情でその年度内に支出を終了することができない経費について、特別に、
翌年度以降に繰り越して使用することができるものをいいます。 逓次繰越は、繰越明許費とは異なり、その事業の実施期間内であれば、
最終年度まで何年でも繰り越すことができます。

○宮城野町営住宅外壁及び屋上改修工事
　落札業者　（株）勝俣組　契約金額　7,125万8,000円

○インボイス制度の実施中止を求める意見書の提出
２人の議員から関係行政庁に対し意見書を提出するよう提案されたこの議案は否決した。
提出先…衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務大臣・財務大臣

※　○：賛成　×：反対　－：議長は採決に参加しません。

議
案
番
号

議　案　名
議
決
結
果

山
田
和
江

鈴
木
美
貴

勝
俣
陽
二

佐
藤
章
子

川
口
延
明

勝
俣
剛
一

村
野
由
紀
子

勝
俣
泰
彦

稲
葉
親
太
郎

遠
藤
秀
則

折
橋
尚
道

沖
津
弘
幸

山
田
成
宣

35 インボイス制度の実施中止を求める意見書の提出
について 否決 〇 〇 × × × × × × × × × × －
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6 月定例会では、町政全般へ 7 人の議員が、13 項目にわたる一般質問を行いまし
た。質問者及び質問項目は、下の表のとおりです。原稿については質問議員が作成
しています。なお、掲載にあたっては紙面の都合上、質問内容、回答共に、抜粋し
たものとなっておりますので、ご了承ください。

※ は議員の質問、 は町側の回答です。

一

般

質

問

町
の
考
え
方
を
問
う
！

質問者 質問内容 ページ

川口　延明 ・所有者不明土地について 4

佐藤　章子 ・公共施設について
・歳入増の考えについて 5

勝俣　陽二 ・町の地域経済活性化について

山田　和江
・物価高騰から暮らしと営業を守る対策について
・ごみ処理広域化等について
・小・中学校のトイレに生理用品の設置を

6

鈴木　美貴
・防災対策について
・早川周辺の環境について
・コロナ対策について

稲葉親太郎 ・箱根町におけるＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）について
7

村野由紀子 ・箱根町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画について
・ヤングケアラーへの支援について

川
口　

延
明 

議
員

所有者不明土地の今後は
町 ー 国の法整備に合わせて対応していく

　

所
有
者
不
明
土
地
の
問

題
点
と
町
の
今
後
の
対
策

は
。　

町
長　

所
有
者
不
明
の

土
地
や
管
理
が
適
切
に
さ

れ
て
い
な
い
土
地
等
に
対
す
る
管

理
制
度
の
創
設
や
、
共
有
制
度
の

見
直
し
が
図
ら
れ
る
な
ど
の
対
策

が
、
令
和
５
年
か
ら
段
階
的
に
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
後
は
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
と
の
連
携
を
可
能

と
す
る
な
ど
シ
ス
テ
ム
の
整
備

を
進
め
、
情
報
連
携
の
仕
組
み

の
構
築
に
向
け
た
検
討
も
進
め
、

対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

土
地
を
相
続
し
た
も
の

の
使
い
道
が
な
く
、
手
放

し
た
い
け
れ
ど
引
き
取
り
手
も

な
く
、
処
分
に
困
っ
て
い
る
、
そ

う
し
た
土
地
が
所
有
者
不
明
土

地
の
予
備
軍
に
な
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

土
地
が
、
将
来
、
所
有
者
不
明

土
地
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
相
続
し
た
方
が
不
要

な
土
地
を
手
放
し
て
、
国
に
引

き
取
っ
て
も
ら
え
る
「
相
続
土

地
国
庫
帰
属
制
度
」
を
利
用
す

る
に
は
。

　

財
務
課
長　

相
続
人
が

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
法
務
局
に
提
出
し
、
審
査

手
数
料
を
支
払
う
。

　
そ
の
後
、
審
査
を
行
い
要
件
が

全
て
満
た
さ
れ
て
い
る
場
合
は

承
認
。
申
請
者
は
そ
の
土
地
の

10
年
分
の
土
地
管
理
相
当
額
負

担
金
（
原
野
で
約
20
万
円
、
市

街
地
の
宅
地(

２
０
０
㎡)

で
約

80
万
円
）
を
納
付
し
、
国
庫
に

帰
属
さ
れ
る
。
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令
和
３
年
の
箱
根

町
民
の
平
均
年
収
が

２
７
２
万
１
，９
４
７
円
と
な
り
、

神
奈
川
県
下
最
下
位
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
「
こ
の
現
実
」
に
対
し
て

町
長
の
見
解
は
。

　

町
長　

こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
町
と
し
て
も
課
題

と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
産

業
構
造
等
に
起
因
す
る
問
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
状
況
改
善
は

一
朝
一
夕
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

地
域
限
定
の
住
民
参
加

型
の
電
子
地
域
通
貨
を
箱

根
町
で
も
導
入
し
、
箱
根
町
内
で

の
経
済
の
循
環
・
活
性
化
を
図
る

べ
き
だ
と
思
う
が
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
町
の
見
解
は
。

　

企
画
課
長　

今
後
様
々

な
事
例
を
参
考
に
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
等
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
箱
根
町
の

将
来
を
考
え
た
場
合
、
最

大
の
長
所
で
あ
る
観
光
業
と
並
列

し
て
新
し
い
次
の
産
業
を
生
み
出

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
箱
根
町
の
自
然
環
境

に
配
慮
で
き
る
、
ま
た
こ
の
自
然

を
最
大
限
に
利
用
し
た
企
業
の
誘

致
を
積
極
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
町
の
見
解
は
。

　

企
画
課
長　

企
業
の
誘

致
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

箱
根
町
に
と
っ
て
税
収
面
、
ま
た

雇
用
面
な
ど
で
効
果
が
期
待
で
き

る
が
、
土
地
の
利
用
状
況
等
を
勘

案
す
る
と
な
か
な
か
難
し
い
。

勝
俣　

陽
二 

議
員

令和３年の箱根町民の平均年収が県下最下位、その対応策は
町 ー 人口減少による地域経済縮小のリスクを回避する

佐
藤　

章
子 

議
員

公共施設の今後の取り組み
町 ー 方針を決定し実行へ

　

町
の
公
共
施
設
が
昭
和

40
年
代
か
ら
平
成
の
初
め

に
か
け
て
多
く
建
設
さ
れ
各
施

設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
が

今
後
の
課
題
と
し
て
具
体
的
な

対
応
は
。

　

町
長　

建
設
時
は
町
の

人
口
も
最
高
値
で
あ
り
必

要
性
や
要
望
の
為
、
公
共
施
設

を
一
斉
に
整
備
し
て
き
た
が
、

今
後
各
施
設
の
更
新
問
題
は
今

後
の
行
財
政
運
営
に
極
め
て
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
と
捉

え
、
平
成
24
年
度
か
ら
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
み
「
公

共
施
設
の
延
べ
床
面
積
を
38
年

間
で
３
割
削
減
」
を
定
め
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
結
果
は
延

床
面
積
削
減
率
６
％
を
達
成
し
た
。

　

今
後
の
人
口
減
少
高
齢
化
社

会
を
迎
え
る
時
期
に
こ
れ
ま
で

の
削
減
・
複
合
化
の
方
向
を
進

め
て
良
い
か
、
考
察
す
る
時
期

で
は
な
い
か
と
も
考
え
て
い
る
。

今
後
は
最
終
的
な
方
針
を
決
断

し
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

な
い
形
で
実
行
に
移
し
て
い
き

た
い
。　

人
口
減
少
や
そ
の
他
の

問
題
で
歳
出
配
分
が
重
要

事
項
に
な
っ
て
い
る
が
、
箱
根

町
の
自
然
を
生
か
し
た
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
創
生
な
ど
の
新
た
な

歳
入
増
の
考
察
や
予
定
は
。

　

企
画
課
長　

新
規
の
町

創
生
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
は
困
難
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
ご
提
案
の
地
熱
発
電

な
ど
は
地
球
温
暖
化
対
策
の
観

点
か
ら
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
も
模
索
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
町
と
し
て

何
が
出
来
る
の
か
必
要
に
応
じ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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出典：町HPより

鈴
木　

美
貴 

議
員

山
田　

和
江 

議
員

台風 19号以降、町がすすめている防災対策は

物価高騰に手厚い支援策を！

町 ー 他の自治体の事例を参考に必要な対策を行う

町 ー 箱エールクーポン券を必要と判断した場合に実施する

　

町
内
の
お
店
で
玉
ね
ぎ

２
個
が
４
３
３
円
で
売
ら

れ
て
い
て
驚
い
た
。
急
激
な
物

価
高
騰
が
家
計
と
事
業
者
を
直

撃
し
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
る
が
日
本
で
は

安
倍
元
首
相
の
異
次
元
の
金
融

緩
和
に
よ
る
異
常
円
安
が
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
町
民

か
ら
は
買
い
控
え
で
し
の
ぐ
し

か
な
い
、
資
材
が
手
に
入
ら
ず

仕
事
に
な
ら
な
い
、
仕
入
れ
が

上
が
っ
て
も
値
段
を
上
げ
ら
れ

な
い
と
い
う
切
実
な
声
が
寄
せ

ら
れ
共
産
党
は
５
月
30
日
に
物

価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
と
営
業
を

守
る
申
入
れ
を
行
っ
た
。
①
消

費
税
を
緊
急
に
５
％
に
引
き
下

げ
を
国
に
働
き
か
け
る
。
②
低

所
得
者
子
育
て
世
帯
等
へ
の
支

援
。
③
事
業
者
へ
の
支
援
。
④

全
町
民
に
箱
エ
ー
ル
ク
ー
ポ
ン

券
を
支
給
す
る
こ
と
を
求
め
た

３
月
議
会
で
私
の
一
般
質
問
で

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の

影
響
を
町
民
の
暮
ら
し
第
一
に

考
え
る
と
し
て
町
独
自
の
支
援

策
が
予
算
化
さ
れ
た
こ
と
は
評

価
す
る
。
し
か
し
、
物
価
高
騰

は
多
く
の
町
民
が
影
響
を
受
け

て
お
り
今
ま
さ
に
手
厚
い
支
援

を
実
行
す
る
時
で
は
な
い
か
。

　

町
長　

手
が
届
い
て
い

な
か
っ
た
均
等
割
の
み
課

税
世
帯
へ
５
万
円
給
付
す
る
。
事

業
支
援
は
期
待
で
き
る
状
況
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
た
め

の
準
備
を
進
め
る
。

　

消
費
税
減
税
で
は
な
く
交
付

金
の
配
分
を
適
切
に
と
国
に
要

望
し
て
い
る
。
箱
エ
ー
ル
ク
ー

ポ
ン
券
は
必
要
と
判
断
し
た
と

き
に
実
施
す
る
。

　

在
宅
介
護
高
齢
者
や

障
が
い
者
へ
の
避
難
行

動
支
援　

町
長　

災
害
時
要
援
護

者
支
援
制
度
に
よ
り
作
成

さ
れ
た
、
災
害
時
要
援
護
者
名
簿

に
登
録
さ
れ
、
情
報
提
供
に
同

意
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
、
自

治
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
に

情
報
を
提
供
し
平
時
の
見
守
り
、

巡
回
健
康
相
談
や
心
の
ケ
ア
の

実
施
、
災
害
時
は
消
防
団
等
の

地
域
支
援
者
に
安
否
確
認
や
避

難
支
援
を
お
願
い
す
る
。

　
備
え
な
い
防
災（
フ
ェ
ー 

ズ
フ
リ
ー
）
に
対
す
る
町

の
考
え
は

　

総
務
防
災
課
長　

災
害

時
の
生
活
環
境
を
イ
メ
ー

ジ
し
平
素
か
ら
そ
の
環
境
に
慣

れ
て
お
く
事
が
大
事
だ
と
言
わ

れ
る
が
、
日
々
の
暮
ら
し
か
ら
、

避
難
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
生

活
を
送
っ
て
い
る
方
は
少
な
い

と
思
わ
れ
る
。
町
と
し
て
防
災

備
蓄
品
の
更
新
時
期
に
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
商
品
と
入
れ
替
え
を

行
い
、
同
時
に
町
民
に
対
し
て

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
に
つ
い
て
の

啓
発
活
動
を
努
め
て
い
く
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
防
災
対
策

　

町
長　

台
風
19
号
が
通

過
中
の
町
内
の
様
子
を
把

握
で
き
な
か
っ
た
事
が
そ
の
後

の
対
応
に
影
響
し
た
と
分
析
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
現

場
の
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

情
報
収
集
で
き
る
よ
う
、
他
の

自
治
体
を
参
考
に
必
要
な
も
の

の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。
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稲
葉　

親
太
郞 

議
員

箱根町におけるＤＸは
町 ー 町の将来像を具現化し、未来の箱根に繋ぐ

村
野　

由
紀
子 

議
員

地域共生社会に向けた取り組みを
町 ー 包括的な支援体制の充実を図る

　

町
が
Ｄ
Ｘ
を
ど
の
よ
う

に
進
め
、
ど
の
よ
う
な
姿

を
目
指
す
の
か
。

　

町
長　

総
務
省
は
自
治

体
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
、
自
治

体
が
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き

事
項
、
内
容
を
具
体
化
し
た
も

の
を
取
り
ま
と
め
た
自
治
体
Ｄ

Ｘ
推
進
計
画
を
策
定
。
さ
ら
に

そ
の
後
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
全
体
手

順
書
を
策
定
、
国
が
示
し
た
手

順
書
を
基
本
に
、
町
の
特
色
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ
フ
ェ
ロ
ー

の
専
門
的
知
見
か
ら
の
意
見
を

参
考
に
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
。

ま
ず
幹
部
職
員
の
主
体
的
か
つ

積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
十
分

に
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
ま
ず
初
め
に
、
町
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ
の
理
念
や
目
的
、
目
指

す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し

た
う
え
で
、
Ｄ
Ｘ
の
取
組
み
を

総
合
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
し

て
い
く
た
め
に
、
全
体
的
な
方

針
を
策
定
す
る
。
そ
し
て
、
こ

　

箱
根
町
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
は
令
和
７
年（
２
０
２
５
年
）

と
団
塊
の
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
、
昭
和

46
年
か
ら
49
年
生
ま
れ
が
65
歳
以

上
と
な
る
令
和
22
年
、
２
０
４
０

年
の
双
方
を
念
頭
に
中
長
期
的
な

視
野
に
立
ち
、
あ
る
べ
き
姿
を
求

め
た
上
で
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
の
計
画
を
策
定
し
た
。
ま

ず
は
、
福
祉
有
償
運
送
制
度
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
高
齢
者
な
ど
１
人

で
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ

と
が
困
難
な
方
を
対
象
に
行
う
、

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
有
償
サ
ー

ビ
ス
）
の
検
討
は
。

　

福
祉
課
長　

箱
根
町
で

は
福
祉
有
償
運
送
を
実
施

し
よ
う
と
す
る
事
業
者
が
い
な
い

が
検
討
し
て
い
く
。

　

地
域
共
生
社
会
（
80
・

50
問
題
や
介
護
と
育
児
の

ダ
ブ
ル
ケ
ア
な
ど
１
つ
の
世
帯
に

複
数
の
課
題
が
存
在
し
て
い
る
状

態
な
ど
従
来
の
支
援
体
制
で
は
ケ

ア
し
き
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
発
生
し

の
方
針
を
踏
ま
え
て
町
内
体
制

を
整
備
し
、
組
織
横
断
的
に
連

携
・
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
Ｄ
Ｘ
改
革
の
ト
ッ
プ

と
し
て
最
高
デ
ジ
タ
ル
責
任
者

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
編
成
に
よ

り
、
全
庁
的
に
Ｄ
Ｘ
推
進
を
加

速
す
る
。
本
町
が
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
よ
り
目
指
す
姿
に
つ
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
が
不
慣
れ
な
方

も
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
す
べ

て
の
町
民
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩

恵
を
平
等
に
受
け
ら
れ
る
こ
と
、

そ
の
う
え
で
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
で
あ
る
。

て
い
る
、
複
合
・
複
雑
化
し
た
支

援
ニ
ー
ズ
）
の
実
現
は
。

　

福
祉
課
長　

専
門
的
な

支
援
に
加
え
、
重
層
的
・

包
括
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。　

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添

う
断
ら
な
い
相
談
支
援
・

包
括
的
な
相
談
窓
口
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
体
制
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
・
支
援
の

取
り
組
み
の
推
進
は
。

　

福
祉
課
長　

検
討
し
て

い
く
。
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当
委
員
会
で
は
、
去
る
５
月
12
日
に
委
員
会

を
開
催
し
、
委
員
全
員
の
７
名
に
よ
り
、
関
連

す
る
町
立
観
光
系
の
２
施
設
と
、
箱
根
を
代
表

す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
こ
の
３
月
に
条

件
付
き
に
て
見
学
が
解
禁
さ
れ
ま
し
た
大
涌
谷

園
地
内
の
自
然
研
究
路
の
３
ヶ
所
の
視
察
を
霧

雨
模
様
の
肌
寒
い
中
、
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
の
行
程
で
す
が
、
最
初
に
箱
根
を
訪
れ

る
方
に
人
気
が
高
い
大
涌
谷
自
然
研
究
路
を

一
般
客
と
同
様
に
、
町
観
光
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
事
前
申
込
を
行
い
、当
日
に
大
涌
谷
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
受
付
を
し
、
そ
の
際
、
協
力
金
と
し
て
１
人
５
０
０
円
を
支
払
い
、
自
然
研

究
路
入
口
に
再
集
合
し
た
後
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
け
て
か
ら
、
引
率
誘
導
を
行

う
監
視
員
の
指
示
に
従
い
、
監
視
員
の
流
暢
な
ガ
イ
ド
を
聞
き
な
が
ら
、
約
40

分
の
歩
行
に
て
の
ツ
ア
ー
を
体
験
出
来
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
同
じ
く
大
涌
谷
に
あ
り
ま
す
箱
根
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
い
て

施
設
の
観
光
客
の
動
向
等
、
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
最
後
の
視
察
先
で
あ
る
箱
根
湿
生
花
園
は
、
本

年
４
月
に
新
た
に
学
芸
員
及
び
職
員
が
増
員
さ
れ

た
点
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
、
更
に
、
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
の
観
光
客
の
動
向
や
今
後
の
抱
負
な
ど

の
話
も
聞
け
て
箱
根
の
観
光
に
前
向
き
に
対
応
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
総
務
企
画
観
光
常
任
委
員
会　

委
員
長　
稲
葉　
親
太
郎

　
令
和
４
年
７
月
５
日
に
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

財
団
中
村
事
務
局
長
他
の
出
席
を
頂
き
当
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

・
令
和
３
年
度
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、

・
今
後
の
事
業
の
展
望
に
つ
い
て
、

・
町
及
び
議
会
に
求
め
る
も
の
、

・
そ
の
他
に
よ
る
テ
ー
マ　

で
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
事
業
内
容
で
は
前
年
度
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
も
あ
り
、
予
定
を
し
た
事
業
の
一
部
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
や
、
特

に
体
験
活
動
事
業
に
お
い
て
は
参
加
人
員
を
本
来
の
定
数
の
半
分
で
の
実
施
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
む
中
、

補
助
対
象
団
体
の
減
少
、
賛
助
会
員
の
減
少
は
著
し
く
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財

団
の
今
後
の
事
業
費
確
保
が
大
き
な
課
題
と
事
務
局
長
が
言
わ
れ
る
よ
う
、
今

後
の
事
業
の
見
直
し
と
収
益
事
業

や
会
員
増
強
を
は
か
り
、
財
団
の

健
全
な
運
営
を
進
め
て
頂
き
、
議

会
と
し
て
も
町
の
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
協
力
・
応
援
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

教
育
福
祉
環
境
常
任
委
員
会

委
員
長　
遠
藤　
秀
則

総務企画観光常任委員会　報告

教育福祉環境常任委員会　報告
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議会改革等推進特別委員会　報告

行財政改革調査特別委員会　報告

　
当
委
員
会
は
、
６
月
９
日
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
及
び
議
会
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
等
を
テ
ー
マ
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
①
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
急
速
な
社
会
変
革
に

対
応
す
る
た
め
、
議
員
及
び
議
会
事
務
局
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、
様
々

な
コ
ス
ト
削
減
や
職
員
の
労
務
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

　
②
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
は
、
よ
り
開
か
れ
た
親
し
み
の
あ
る
議
会
に

し
て
行
く
た
め
に
、
議
場
内
を
ラ
イ
ブ
中
継
す
る
も
の
で
す
。

　
両
案
と
も
出
席
委
員
全
員
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
協
議
事
項
で
す
が
、

　
③
「
議
員
定
数
適
正
化
」
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
議
員
か
ら
提
案
が
あ
り
ま

し
た
の
で
協
議
を
致
し
ま
し
た
。
定
数
適
正
化
は
議
員
個
人
に
関
わ
る
問
題
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
特
別
委
員
会
で
協
議
し
、
次
回
補

欠
選
挙
前
に
結
論
を
出
す
べ
き
と
の
見
解
を
示
し
、
全
員
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

　
④
「
補
正
予
算
議
案
の
審
議
方
法
等
」
に
つ
い
て
は
、
議
場
で
の
審
議
で
は

不
十
分
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
前
に
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
事
に

つ
い
て
提
案
し
、
各
委
員
が
調
査
研
究
後
別
途
協
議
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
委
員
会
の
審
議
結
果
は
７
月
５
日

の
議
会
全
員
協
議
会
で
報
告
済
み
で
あ
り
、
概

ね
の
了
承
を
得
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
、
各
事
案
に
つ
い
て
、

今
後
適
切
に
処
理
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
議
会
改
革
等
推
進
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
委
員
長　
　
勝
俣　
泰
彦

　
７
月
12
日
、
全
議
員
及
び
町
側
か
ら
総
務
部
長
他
６
人
の
出
席
の
も
と
委
員

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
町
側
よ
り
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
経
過
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
本
町
の
行
政
改
革
は
バ
ブ
ル
経
済
末
期
で
あ
る
平
成
２
年
に
第
１
次

行
政
改
革
大
網
を
策
定
し
、
以
降
６
次
に
わ
た
り
大
綱
を
見
直
し
、
簡
素
で
効

率
的
な
行
政
運
営
の
確
立
を
図
る
た
め
経
費
節
減
、
組
織
機
構
改
革
、
職
員
の

定
員
管
理
や
民
間
活
力
の
導
入
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
平
成
15
年
を
財
政
再
建
元
年
と
位
置
づ
け
、
平
成
16
年
に
は
「
財

政
再
建
プ
ラ
ン
」
の
策
定
、
ま
た
平
成
21
年
に
は
「
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
財
政
計
画
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
財
政
調
整
基
金
の
枯
渇
に
よ
り
平
成

28
年
度
の
予
算
編
成
作
業
が
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
た
こ
と
か
ら
、
や
む
を
え
ず

固
定
資
産
税
超
過
課
税
の
実
施
に
つ
い
て
新
財
源
確
保
有
識
者
会
議
を
設
置
し

検
討
し
た
結
果
、
税
率
を
見
直
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
会
に
て
、

こ
れ
を
議
決
し
ま
し
た
。

　
超
過
課
税
は
５
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
12
月
が

そ
の
５
年
目
を
迎
え
る
た
め
、「
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
改
定

等
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
等
の
見
直
し
を
行

い
、
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
で
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
で
あ

ろ
う
町
の
行
財
政
改
革
の
進
捗
状
況
管
理
を
行

い
、
持
続
可
能
な
町
政
運
営
に
資
す
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
勝
俣　
剛
一
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箱
根
町
議
会
で
は
、
去
る
５
月
19
日
に
神
奈
川
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の

正
副
委
員
長
及
び
事
務
局
長
研
修
会
に
参
加
致
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
は
、
県
下
12
町
と
１
村
か
ら
、
83
名
の
議
員
並
び
に
事
務
局
長

が
参
加
さ
れ
、
当
町
の
出
席
者
は
、
議
会
運
営
委
員
会
、
折
橋
委
員
長
、
川
口

副
委
員
長
、教
育
福
祉
環
境
常
任
委
員
会
、遠
藤
委
員
長
、勝
俣
泰
彦
副
委
員
長
、

総
務
企
画
観
光
常
任
委
員
会
、
稲
葉
親
太
郞
委
員
長
、
村
野
副
委
員
長
、
岩
田

議
会
事
務
局
長
で
す
。

　
研
修
会
の
場
所
は
、
山
北
町
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、

午
後
２
時
開
会
。
町
村
議
会
議
長
会
会
長
の
挨
拶
後
に
、
株
式
会
社
地
方
議
会

総
合
研
究
所
代
表
取
締
役
廣
瀬
和
彦
氏
に
よ
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た 

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
」
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
元
全
国
市
議
会
議
長
会
法
制
参
事
の
他
、
明
治
大
学
政
策
経
済
学

講
師
の
肩
書
き
を
お
持
ち
で
あ
り
、
長
年
に
わ
た
り
議
会
運
営
・
議
会
制
度
の

立
案
・
運
用
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
で
は
、
冒
頭
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
始
め
た
イ
ギ
リ
ス
下
院

議
会
の
話
、
次
に
、
日
本
に
お
い
て
の
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
の
考
え
方
、
地
方
自
治
法
等
、
そ
し

て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
状
況
、
オ
ン
ラ

イ
ン
委
員
会
開
催
等
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
当
町
で
も
調
査
研
究
を
行
い
、
町

民
に
と
っ
て
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
研
鑽
を

重
ね
、
議
会
力
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
企
画
観
光
常
任
委
員
会

委
員
長　
稲
葉　
親
太
郎

　
令
和
４
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会
が
去
る
５
月
30
日
に
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
開
催
さ
れ
、
当
町
か
ら
山
田
成
宣
議
長
と
勝
俣
剛
一
副
議

長
、
岩
田
事
務
局
長
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。
全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
の

挨
拶
の
後
「
第
一
部
」
東
大
名
誉
教
授
、
大
森
彌わ

た
る
氏
の
「
町
村
議
会
の
あ
る
べ

き
姿
」、「
第
二
部
」
大
正
大
学
教
授
、
江
藤
俊
昭
氏
の
「
町
村
会
議
員
報
酬
に

つ
い
て
」、「
第
三
部
」
上
智
大
学
教
授
、
三
浦
ま
り
氏
の
「
地
方
議
会
と
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
町
議
会
を
運
営
す
る
中
、
二
元
代
表
制
の
意
義
及
び
町
村
議
会

へ
の
期
待
に
つ
い
て
、
政
務
活
動
費
使
途
の
透
明
性
や
政
務
活
動
充
実
の
た
め

の
提
言
、
議
会
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
や
防
止
対
策
等
の
講
話
で
し

た
。町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
運
営
に
つ
い
て
、大
変
有
意
義
な
研
修
で
あ
り
、

今
後
も
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
を
町
政
に
反
映
す
る
こ
と
で
研
修
の
成
果
を
活
か

し
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
副
議
長　
勝
俣　
剛
一

議員派遣報告　正副委員長事務局長研修会

議員派遣報告　議長・副議長研修会
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食堂で見学前のオリエンテーション

　町内小学校６年生の「地方自治学習・議会見学」が６月
定例会開催中の 15 日に実施されました。真剣な様子で議
会傍聴に臨んでいました。

湯 本 小 学 校
私は特に議場の見学が心に残りました。話し合っている
方たちが真剣に話していたり、真剣に聞いたりしていて、
とっても格好よかったです。役場や議場にいた方たちは、
本当に箱根を大切にしているのだと改めて思いました。

仙石原小学校
議会では、議員の方々や町長、町役場の課長さんなどが
出席していて、真剣に町民のことを考えて話し合っていま
した。難しいことを話していたけれど、町民のことを考え
て話し合っているのが伝わってきました。

恵 明 学 園
初めて本会議を見て、ドキドキしました。それにすごいな
と思いました。箱根のためにすごく頑張ってくれているの
で、ぼくも応援したいと思います。

箱根の森小学校
学校でもディベートや児童代表委員会などをやっている
けれど、学校よりもはるかに話し合いになっていて、情報
量も多かったです。議員が質問したことに対して、それに
適した人がすぐに答えたり、議員が出した意見を受け入
れて答えたりしていたのがすごかったです。

地方自治学習 ・議会見学地方自治学習 ・議会見学

小学校6 年生

議会傍聴に向けた事前学習の様子

議員控室をすみずみまで観察中

どんな話をしているか、真剣に聴いています

見学後の質疑応答の様子

議長イスの座り心地を確かめている子ども達

傍聴に来てくれた 6 年生の感想
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広
報
広
聴
委
員
会

委 

員 

長

副
委
員
長

委 

　 員

勝
俣
　泰
彦

川
口
　延
明

勝
俣
　陽
二

勝
俣
　剛
一

稲
葉
親
太
郎

遠
藤
　秀
則

※8月22日（月）開催の議会運営委員会において決定いたしますので、変更とな
る場合があります。
　詳しくは、議会事務局（☎85-9570）までお問い合わせいただくか、町議会
ホームページの議会カレンダーをご覧ください。

９月定例会開催日（予定）９月定例会開催日（予定）
８月２9日（月）、９月2日（金）、8日（木）、
９日（金）、30日（金）
９月１3日（火）、１4日（水）、21日（水）

本会議

決算審査

　
小
川
鶴
雄
議
員
（
享
年
81
歳
）
が
去
る
５
月
23
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
川
鶴
雄
議
員
は
平
成
13
年
に
初
当
選
以
来
、
21

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
貢
献
し
、
町
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
各
常
任
委
員
会
委
員
長
、
議
会
運
営

委
員
会
委
員
長
の
要
職
に
就
か
れ
た
後
、
平
成
29
年

か
ら
４
年
に
わ
た
り
監
査
委
員
を
務
め
ら
れ
、
箱
根

町
の
財
政
運
営
の
お
目
付
け
役
と
し
て
、
さ
ら
に
は

円
熟
の
士
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
「
芦
ノ
湖
の
水
は
何
処
の
も
の
」
で
知
ら
れ
る
深
良
水
門
は
、
芦
ノ
湖
の
北
西
岸
に

あ
り
、
１
６
７
０
年
に
芦
ノ
湖
の
湖
水
を
静
岡
県
裾
野
市
に
引
く
た
め
に
造
成
さ
れ
た

灌
漑
用
水
の
水
門
で
す
。

　
手
前
側
は
明
治
43
年
に
改
修
さ
れ
た
石
造
り
鉄
扉
式
。
奥
側
が
平
成
元
年
に
新
設
さ

れ
た
補
助
水
門
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
す
。
芦
ノ
湖
の
水
位
計
測
は
手
前
側
水
門
の
下

部
が
０
起
点
に
な
り
ま
す
。

（
投
稿
者
　
広
報
広
聴
委
員
会
　
川
口
延
明
　
委
員
）

お
く
や
み

お
く
や
み

深
良
水
門

深
良
水
門

故　小川鶴雄　議員６月９日、定例会開催に先立ち議場において
故小川議員に対し黙とうを捧げた後、
川口議員により追悼演説が行われました。


